Introduction by 谷内 満
問　題　提　起
早稲田大学教授（商学学術院）　谷　内　　　満
　よろしくお願いします。最初に僕のほうからきょうのテーマのバックグラウンドになる日本と世
界の経済情勢と、きょうのテーマを考える際に当たっての視点、あるいは視角について少しお話を
させていただきます。
　まず世界金融危機の経済的な影響ですが（シート２）、ご案内のように昨年、１年ぐらい前の
2008年９月にリーマン・ショックが起こった。その前から１年ぐらいちょっとぐずぐずくすぶって
いたわけですが、このリーマン・ショックを契機に世界が同時が不況に陥った。これは先進国の経
済成長の推移を見たものですが、そして四半期ごとの成長率を年率で見たものですが、ここにあり
ますようにちょっとポインターが小さいですが、去年の第４四半期、10－12月、そして今年の１－
２月にかけて、戦後で最悪の不況、落ち込みに各国がなった。しかし、今年の春ぐらいから、ある
いは半ばにかけて、かなり急速に回復をしている姿がわかると思います。
　ここで一つ注目していただきたいのは、日本の落ち込みです。濃い四角が日本で、少し薄い四角
がアメリカの経済成長率、濃い丸がユーロ圏、ヨーロッパ経済の動きですが、日本の落ち込みが非
常に大きい。年率で14％ものマイナス成長でした。ご案内のように、世界金融危機の震源地はアメ
リカですが、アメリカよりもよほど大きい落ち込みをしている。そして、ヨーロッパもサブプライ
ム・ローンにヨーロッパの金融機関がかなり投資をしていた、あるいはヨーロッパの各国ではアメ
リカと同じように住宅バブルに陥っていたということですから、今回の危機の準震源地とも言える
わけですが、そうした震源地のアメリカやヨーロッパよりも日本は大変な深刻な不況になりました。
　アジアの新興国の経済成長の状況はどうかというのを見たのがこのパネルです（シート３）。こ
ちらの棒グラフは、ASEANとNIEs―NIEsとはご案内のように韓国、台湾、香港、シンガポー
ルの４カ国―の成長率を見たものですが、特にこのNIEsの成長の落ち込みが、アジアの中では
かなり大きかったということが見てとれると思います。大体６％成長で成長していたのが、マイナ
ス２％ぐらいまで落ち込んだ。一方、三角と四角は中国とインドですが、中国とインドもかなり影
響を受けましたが、その影響の度合いは比較的小さかった。特に中国は、危機の前は年率13％と
ちょっと過熱ぎみの状態でしたから、そこからの落ち込みということで少し落ちていますが、それ
でも９％ぐらいの成長でとどまっている。今はまた、若干過熱しているのではないかという状況に
もなっている。インドも比較的影響が軽微だったことがこのパネルで見てとれます。
　アジア以外の新興国はどうだったかというと（シート４）、ここではラテンアメリカの大国であ
るブラジルやアルゼンチンで、アルゼンチンが四角、ブラジルがひし形、そしてロシアが三角です。
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アジアの新興国の影響が比較的軽微だったのと対照的に、その他のアジア以外の新興国の大国では、
かなり深刻なダメージを受けたということがここで見られると思います。したがって、世界不況に
陥ったわけですけれども、先進国もかなり深刻になった。しかし、アジアの特に大国である中国、
インドは比較的影響が軽微で、それに対してほかの新興国の大きな国では、やはり大きな打撃を受
けた。
　2009年、2010年は、先月出たIMFの予測によりますが、ラテンアメリカやロシアの回復は、回
復はするけれども、来年ではまだ１％とか０％程度の回復しかしないとなっています。
　先ほど見た、日本の不況はなぜ深刻化したんだろうかということを考えてみたいと思います（シー
ト５）。アメリカとヨーロッパの不況は、基本的には金融危機の影響です。主要な金融機関のバラ
ンスシートが傷んでしまい、金融危機が起こった。金融危機が経済成長に与える影響は、基本的に
は金融機関の信用収縮、世の中に出回るお金が縮んでしまうということで実体経済に影響を与える
わけですが、そういうプロセスでアメリカ、ヨーロッパは不況に陥った。日本の不況は、日本の金
融機関も若干サブプライム関連の証券を持っていましたが、アメリカやヨーロッパの金融機関と比
べるとかなりその程度は小さかった。つまり、日本の金融機関のバランスシート毀損はかなり軽微
でしたが、先ほど見たように日本の不況はアメリカやヨーロッパより非常に大きかった。それは基
本的には輸出の急減が起こり、それとともに日本の経済成長が落ちてしまった。
　なぜ輸出が急減したか、特になぜ日本の輸出が急減したかというと、英国エコノミスト誌が数カ
月前に特集を組んでいまして、その言葉を取っていますが、世界的な製造業の崩壊が起こった。一
般に不況が起こると、製造業のほうが非製造業よりも落ち込みが大きいのですが、今回深刻な不況
になった。そして、その中で製造業の落ち込みは非常に深刻なものがあった。先進国の中では、日
本は製造業のウエイトがかなり高い。GDPに占めるウエイトもそうだし、輸出に占めるウエイト
もそうだ。そしてほかの先進国では、ドイツも同様に製造業の比率が高い。
　これは、主要各国のGDPに占める製造業が生み出すGDPの比率を見たものですが（シート６）、
日本のGDPのウエイトはほかの先進国と比べるとかなり高い。そしてドイツも同様に高い。輸出
については、このような絵を見ても同じようなものが見える。つまり世界的な製造業の崩壊が起こ
ることにより、日本はかなり深刻な打撃を受けた。同様にヨーロッパ全体としては、日本と比べれ
ば落ち込みは軽微でしたが、やはりドイツも日本と同様に去年の第４四半期、今年の第１四半期は
かなり深刻な落ち込みになりました。
　世界金融危機の新興国への影響です（シート７）。新興国の不況のメカニズムというのは、日本
の不況のメカニズムとかなり似ています。新興国の金融部門には、基本的な問題がある。もともと
構造的な問題がありますけれども、今回の危機で特に金融部門が傷んでしまったということはな
かった。不況に陥ったのは、基本的に欧米諸国あるいは日本が不況に陥ることによって、輸出が落
ちて不況に陥りました。以上が危機の最中、あるいは危機後の経済情勢、それから少し先の見通し
です。
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　次に、日本経済の課題について考えてみたいと思います（シート８）。
　現在の経済政策にはどんな焦点が当たっているか考えてみます。つい最近までの自民党・公明党
政権の焦点は、専ら景気対策で、麻生大臣は常に景気、景気と選挙の最後まで叫んでいましたが、
景気対策に一番大きな視点があった。景気対策は、基本的には短期的な効果しかない。あるいは短
期的な効果も実は小さいかもしれない。それから、需要先食い的な対策もいっぱいとられている。
　特にアメリカの例ですが、アメリカでこの前やった景気対策で非常に成功した例として、Cash 
for Clunkers（キャッシュ・フォー・クランカーズ）というものがありました。クランカーズとい
うのはおんぼろ車という意味ですが、古い燃費の悪い車をディーラーに持っていって、廃棄処分に
して新しい車を買ったら、数十万円の現金を政府が渡す。これは大成功だと思われたわけですが、
８月に期限が切れた途端、自動車の売れ行きが大幅に落ち込んでしまっているという状態です。日
本でも、同じようなエコ減税やエコポイントといった政策は基本的な需要先食い的な面を持ってい
ます。いずれにせよ短期的なものに焦点が行っている。
　そして民主党政権になってどうなったかというと、景気対策は一番重要な問題ではなくなってき
ていますが、一方で経済政策の主要な柱の一つは、生活を守ること。子ども手当を出します。高校
の授業料はタダにします。農家の所得補償をするために個別にキャッシュを渡します。そういう政
策を打ちだしているわけですが、それらの政策はいわゆる所得再分配政策といって、だれかの懐か
らお金を持ってきて、だれかに渡す。所得全体は変わらない。所得を移転するだけです。この二つ
のつい最近までの自民党政権の焦点、そして現在の政権の主要な焦点は、ともに長期的に成長を高
めていく視点が弱いのです。
　ところが、今日本で求められているかなり重要な政策課題は、僕の考え方では、経済成長を引き
上げていく、長期的に上げていくことが重要だと思います。それはご案内のような急速な高齢化が
ある。そして実は日本は世界第２位の経済大国だと言っていますが、生産性が非常に低い国です。
その生産性を上げて成長を高めなくてはいけないという課題を持っています。
　これは高齢化の絵で（シート９）、1980年から最近までの推移です。縦軸は65歳以上の方の総人
口に占める比率、四角が日本、ほかはほかの先進国です。1980年代は、先進国の中で日本は一番若
い社会だった。10％ぐらいですから、日本人が10人いたら１人がお年寄りでした。ところが、この
絵で見るように急速な高齢化が進んで、今や先進国の中でトップになっている。今は20％ぐらいで
すから、５人いると１人はお年寄りという状況になっています。
　今後の予測ですが（シート10）、予測はいろいろな過程を置かないといけませんが、楽観的なシ
ナリオと悲観的なシナリオの中間的なシナリオをとったものでは、日本の高齢化はどんどんどんど
ん進んでいく。ほかの国も高齢化は進みますが、日本の高齢化はさらに急速です。（2050）年には、
人口の４割ぐらいの方がお年寄りになる。そのように今とは様変わりになる状況が生まれることが
予測されているわけです。こういう中で、高齢化社会で高齢者の所得を支えていく、生活を守って
いくためには、経済成長を確保していくことが重要です。
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　そしてもう一点、先ほどちょっと言いましたが、日本の生産性は低いということを示す絵ですが
（シート11）、これは各国の労働生産性を見たものです。これは、労働者が１時間当たり働いたらど
のくらいのGDPを生み出すか。GDPは１年間で見なした生産の総額、そして所得の総額ですから、
労働者が１時間働いたらどのくらいの所得を生み出す力を持っているかということを見たもので
す。濃い方が１時間当たりを見たものですが、アメリカを100とした場合、日本の時間当たりの労
働性は、アメリカ、フランス、ドイツなどと比べると30％も低い。イギリスと比べても20％ぐらい
低い。薄い方は１人当たりでどのくらいの所得を生み出すかを見たものですが、それで見ると日本
は少し高くなって、ヨーロッパは低くなっている。これは何を意味するかというと、日本は経済全
体で見たら生産性は低い。だから長時間働く。長時間働いて、何とかほかの国に生産性を近づけよ
うとしているけれども、それでも依然まだかなり落差がある状態です。これを変えていくことが課
題です。
　きょうの話題の一つは、経済成長と関連しますが日本の直接投資の問題です（シート12）。直接
投資の問題は個別の話がきょうはたくさん出てくると思いますが、そのバックグラウンドとして、
日本の対外投資と対内投資のアンバランスの話です。
　これは、日本の１年間の直接フローを見たものです（シート13）。直接投資は、日本企業が中国
に工場を建てる、あるいは外国の企業を買収する、あるいは資本を出資する、そういうものが直接
投資です。薄い方は日本の海外投資で、1980年代以降どんどんどんどん増えてきて、バブル崩壊後
少し下がったけれども、また復活している。かなり高い水準を維持している。
　ところが、濃い方は外国から日本に投資してくれている分を見たものですが、非常に低い。水準
は上がってきていますが、非常にアンバランスで、出ていくのは出ていくけれども、人は入ってこ
ないという状況です。
　対内投資が少ないということですが、先ほどのは１年間の直接投資の流れを見たものでしたが、
これは毎年の直接投資を累積した残高で見たものです（シート15）。日本は累積で見ても、対外の
ほうが対内よりずっと大きいということですが、対外を累積で見ると、実は先進国と比べると、日
本の対外投資はまだ異常に低い水準だということがここで読み取れます。
　対内投資の話に戻ります。対内投資とは日本の企業を海外企業が買収したり、日本に進出してく
るというものです。これはジェトロの資料からとったものですが（シート14）、外資系の企業の収
益率は、日本の企業の収益率よりずっと高い。これは総資本、営業利益率ですから、企業が使って
いる生産設備を使って、どのくらい利益を生み出す力があるか見たものですが、外国企業のほうが
ずっと高い収益性を持っている。ですから、外資系の企業が入ってくることによって、よりよい雇
用が生まれ、あるいは日本企業が刺激を受けて生産が高まるという効果が期待されます。
　外へ出ていく話ですけれども、どこに出ていくか。もちろん先進国にもチャンスはいっぱいあり
ますが、今後の経済成長の動向を見てみると、これはやはり先月出たIMFの予測から見たもので
（シート16）、薄い方が最近年の実績で、濃い方が予測ですが、先進国の経済成長よりも新興国の経
― 12 ―
໧㗴ឭ⿠⼱ౝḩKPFF 
済成長はかなり高い水準を今後も維持する。したがって、日本の対外投資は新興国にチャンスがあ
ると読み取れます。
　最後に問題提起ということで、少しまとめましたが、かなり時間を使っているので、項目だけお
話しします（シート17、18）。先ほど少しお話ししましたが、世界金融危機の影響をどう見るかと
いうのが一つのポイントです。それから、今後の展望はどうなんだろう。世界経済と日本経済の今
後の展望、それから日本経済の成長戦略の具体的内容はどんなものかということが一つのポイント
になるかと思います。そして、日本企業の新興国への取り組み、主要新興国での市場拡大ビジネス
チャンスの見通しはどんなものか。そういった問題が問題として出てくると思います。
　これからいろいろな講師の方からそれぞれの経験に基づいた貴重なお話を伺えると思い、期待し
ております。どうもありがとうございました。
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–ᣣᧄ䈲ૐ↢↥ᕈ࿖
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??
??
??
??
?
??
??
??
??
?
シート７
シート８
໧㗴ឭ⿠⼱ౝḩKPFF 
9ᣣᧄ䋺 ᦨ䉅⧯䈇␠ળ䈎䉌㜞㦂␠ળ䈻
㜞㦂⠪ੱญ䈱䉲䉢䉝䋨㪍㪌ᱦએ਄䋩
㪏
㪈㪇
㪈㪉
㪈㪋
㪈㪍
㪈㪏
㪉㪇
㪉㪉
㪏㪇 㪏㪉 㪏㪋 㪏㪍 㪏㪏 㪐㪇 㪐㪉 㪐㪋 㪐㪍 㪐㪏 㪇㪇 㪇㪉 㪇㪋 㪇㪍
䊐䊤䊮䉴 䊄䉟䉿
䉟䉺䊥䉝 ᣣᧄ
⧷࿖ 㪬㪪
㩿㩼㪀
10
2050ᐕ䈮䈲䇮ੱญ䈱⚂40䋦䈏㜞㦂⠪
㜞㦂ൻ䈱੍᷹
㪈㪇
㪈㪌
㪉㪇
㪉㪌
㪊㪇
㪊㪌
㪋㪇
㪉㪇㪇㪌 㪈㪇 㪈㪌 㪉㪇 㪉㪌 㪊㪇 㪊㪌 㪋㪇 㪋㪌 㪌㪇
㩿㩼㪀
䊐䊤䊮䉴 䊄䉟䉿
䉟䉺䊥䉝 ᣣᧄ
⧷࿖ ☨࿖
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シート９
シート10
໧㗴ឭ⿠⼱ౝḩKPFF 
11
↢↥ᕈᒁ䈐਄䈕䈱᡽╷䈏ᔅⷐ
ഭ௛↢↥ᕈ䈱࿖㓙Ყセ
㪇
㪈㪇
㪉㪇
㪊㪇
㪋㪇
㪌㪇
㪍㪇
㪎㪇
㪏㪇
㪐㪇
㪈㪇㪇
㪈㪈㪇
☨࿖ ᣣᧄ 䊐䊤䊮䉴 䊄䉟䉿 ⧷࿖
ᤨ㑆ᒰ䈢䉍
㪈ੱᒰ䈢䉍
㩿☨࿖㪔㪈㪇㪇㪃㩷㪉㪇㪇㪎㪀
ᣣᧄ䈱↢↥ᕈ
䈲ૐ䈇
12
ᣣᧄ䈱⋥ធᛩ⾗䈱⺖㗴
• ኻᄖᛩ⾗䈫ኻౝᛩ⾗䈱䉝䊮䊋䊤䊮䉴
– ኻౝᛩ⾗䈱᜛ᄢ䈲䇮ᣣᧄ䈱ᚑ㐳ᒁ䈐਄䈕䈮⽸₂
– ᄖ⾗♽ડᬺ䈱෼⋉ᕈ䈲䇮ᣣᧄડᬺ䉋䉍䉅㜞䈇
• ᣣᧄ䈱ኻᄖᛩ⾗䈲䇮䉴䊃䉾䉪䈪⷗䉎䈫䇮ଐὼઁ䈱వㅴ
࿖䉋䉍䉅ዋ䈭䈇
– ☨࿖䈲਎⇇ᦨᄢ䈱ኻᄖ୫㊄࿖
– 䈚䈎䈚䇮☨࿖䈱ኻᄖ⋥ធᛩ⾗䈱෼⋉ᕈ䈏㜞䈇䈱䈪䇮ᛩ⾗
෼⋉ฃข⿥
• ᣂ⥝࿖䈲੹ᓟ䉅వㅴ࿖䉋䉍㜞䈇ᚑ㐳䉕⛯䈔䉎⷗ㄟ䉂
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??
??
??
?
??
??
??
??
?
シート11
シート12
໧㗴ឭ⿠⼱ౝḩKPFF 
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13
ᣣᧄ䈻䈱ᛩ⾗᜛ᄢ䈏⺖㗴
ኻᄖᛩ⾗ vs ኻౝᛩ⾗
14
ᄖ⾗♽ડᬺ䈲෼⋉ᕈ䈏㜞䈇
㪇
㪈
㪉
㪊
㪋
㪌
㪍
㪎
㪏
㪐
㪈㪇
ో↥ᬺ ⵾ㅧᬺ 㕖⵾ㅧᬺ
㩿㩼㪀 ✚⾗ᧄ༡ᬺ೑⋉₸
ᄖ⾗♽ડᬺ
࿖ౝᴺੱ
シート13
シート14
໧㗴ឭ⿠⼱ౝḩKPFF 
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??
??
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??
??
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?
15
ᣣᧄ䈱ኻᄖᛩ⾗䉴䊃䉾䉪䈲
ઁ䈱వㅴ࿖䉋䉍䈎䈭䉍ૐ䈇
ਥⷐ࿖䈱FDI䉴䊃䉾䉪
㪇
㪈㪇
㪉㪇
㪊㪇
㪋㪇
㪌㪇
㪍㪇
㪎㪇
ᣣᧄ ☨࿖ 䊄䉟䉿 䊐䊤䊮䉴 ⧷࿖ ਛ࿖ 㖧࿖
ኻᄖ⋥ធᛩ⾗
ኻౝ⋥ធᛩ⾗
㩿㪞㪛㪧Ყ䋦㪃㩷㪉㪇㪇㪎ᐕ㪀
16
ᣂ⥝࿖䈱ᚑ㐳䈲੹ᓟ䉅㜞䈇
シート15
シート16
໧㗴ឭ⿠⼱ౝḩKPFF 
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17
ᣂ⥝Ꮢ႐䈫ᣣᧄ䈱ᚑ㐳ᚢ⇛
໧㗴ឭ⿠
਎⇇㊄Ⲣෂᯏ䈱ᓇ㗀
– ᣣᧄ⚻ᷣ䈻䈱ᓇ㗀䈏ᄢ䈐䈎䈦䈢䈖䈫䈱⹏ଔ
• ᄖ㔛ਥዉ䈏㑆㆑䈦䈩䈇䈢䈱䈎
– ਥⷐᣂ⥝࿖䈻䈱ᓇ㗀䈱⹏ଔ
• ઁ䈱ᣂ⥝࿖䈮Ყ䈼䇮ਛ࿖䇮䉟䊮䊄䈻䈱ᓇ㗀䈏シᓸ䈣䈦䈢䈱䈲䈭
䈟䈎
਎⇇⚻ᷣ䈫ᣣᧄ⚻ᷣ䈱੹ᓟ䈱ዷᦸ
– ㆊ෰䈱㊄Ⲣෂᯏ䈮䉋䉎ਇᴫ䈲㐳ᦼൻ䈱௑ะ䇮੹࿁䈲䋿
• ᣣᧄ⚻ᷣ䈱࿁ᓳ䈲ᧄ‛䈎
– ᣂ⥝࿖䈱ᚑ㐳䈲䇮⚿ዪ䇮ෂᯏ೨䈫ห᭽䈱䊌䉺䊷䊮䈮䈭䉎
䈱䈎
– 䉫䊨䊷䊋䊦ਇဋⴧ䈱᭴࿑䈲ᄌൻ䈜䉎䈎䇮䊄䊦䈱ၮゲㅢ
⽻䈱࿾૏䈲ᄌൻ䈜䉎䈎
18
ᣂ⥝Ꮢ႐䈫ᣣᧄ䈱ᚑ㐳ᚢ⇛
໧㗴ឭ⿠
ᣣᧄ⚻ᷣ䈱ᚑ㐳ᚢ⇛
– ᣂ᡽ᮭ䈱⚻ᷣ᡽╷䈱⹏ଔ
– 䇸࿖᳃䈱↢ᵴ䉕቞䉎䇹᡽╷䈫䇮ᚲᓧ䉕Ⴧ䉇䈜ᚑ㐳᡽╷䈱
ਔ┙䈲น⢻䈎
– ᚑ㐳ᚢ⇛䈱ౕ૕⊛ౝኈ䈲䈬䈱䉋䈉䈭䉅䈱䈎
ᣣᧄડᬺ䈱ᣂ⥝࿖䈪䈱ข䉍⚵䉂
– ਥⷐᣂ⥝࿖䈱Ꮢ႐᜛ᄢ䊶䊎䉳䊈䉴䉼䊞䊮䉴䈱⷗ㅢ䈚
– ⃻࿷⋥㕙䈚䈩䈇䉎໧㗴䇮੹ᓟ䈱䊥䉴䉪䈲䈭䈮䈎
– ᣂ⥝࿖䈮䈍䈔䉎ᣣᧄડᬺ䈫ᄖ࿖ડᬺ䈱┹੎
• ᣣᧄડᬺ䈱ᒝ䉂䈲૗䈎
シート17
シート18
໧㗴ឭ⿠⼱ౝḩKPFF 
